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文化財保護法改正に向けた埋蔵文化財センターの取組について

文化財保護法改正に向けた埋蔵文化財センターの取組について、別紙のとおり報告しま

す。
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文化財保護法改正に向けた埋蔵文化財センターの取組について 

 

平成３０年７月１８日 

                                   文 化 財 課 

 

文化財保護法が平成３０年６月１日付けで一部改正され、平成３１年４月１日から施行されることになり

ました。 

埋蔵文化財センターでは、法改正を踏まえ、次のような取り組みを行っています。 

 

１ 市町村埋蔵文化財担当職員の基礎研修について 

  改正法で市町村の役割がより重要になってくる中、市町村ごとに文化財行政の課題は異なります

が、専門職の配置を含め埋蔵文化財を担当する職員の人材育成は共通の課題です。県としても研修

を県の役割の一つとしてとらえ、こうした取り組みを通じて市町村とより一層の連携を図ります。

今回は、初任者等を対象にした、「埋蔵文化財保護行政」、「発掘調査の方法と出土品の整理」の

座学と発掘現場における「発掘」、「測量図化」について実地研修を行いました。 

 

   開催日 ：平成３０年６月２６日（火） 

   会 場 ：倉吉市上小鴨公民館、山ノ下遺跡（発掘現場） 

   参加者数：１５名 

   参加者の感想：遺跡の保護や発掘調査で必要なことが分かりやすく研修に盛り込まれていた 

          初めての担当だったため行政的な仕組みの理解が曖昧だったが、講義で理解す

ることができた 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           講 義               発掘現場での実習 

 

 

２ 県埋蔵文化財センター職員の文化財保護行政入門研修について 

  改正法では、「地域における文化財の総合的な保存、活用」が求められてくる中で、埋蔵文化財

センター職員は発掘調査にかかるスキルだけでなく、文化財全般についての知識の習得が必要とな

ってくることから、当センターや文化財課等の実務経験者を内部講師として研修を実施していま

す。 

 

５月から１２月まで 全１５講座を予定 

 

 

  ［参 考］改正法の概要（別紙のとおり） 



(１) 地域における文化財の総合的な保存・活用

① 都道府県は、文化財の保存・活用に関する総合的な施策の大綱を策定できる

② 市町村は、都道府県の大綱を勘案し、文化財の保存・活用に関する総合的な計画（文化

財保存活用地域計画）を作成し、国の認定を申請できる。計画作成等に当たっては、住

民の意見の反映に努めるとともに、協議会を組織できる（協議会は市町村、都道府県、

文化財の所有者、文化財保存活用支援団体のほか、学識経験者、商工会、観光関係団体

などの必要な者で構成）

③ 市町村は、地域において、文化財所有者の相談に応じたり調査研究を行ったりす

る民間団体等を文化財保存活用支援団体として指定できる

(２) 個々の文化財の確実な継承に向けた保存活用制度の見直し

① 国指定等文化財の所有者又は管理団体（主に地方公共団体）は、保存活用計画を

作成し、国の認定を申請できる

② 所有者に代わり文化財を保存・活用する管理責任者について、選任できる要件を

拡大し、高齢化等により所有者だけでは十分な保護が難しい場合への対応を図る

(３) 地方における文化財保護行政に係る制度の見直し

① 下記２．により地方公共団体の長が文化財保護を担当する場合、当該地方公共団

体には地方文化財保護審議会を必置とする

② 文化財の巡視や所有者への助言等を行う文化財保護指導委員について、都道府県

だけでなく市町村にも置くことができることとする

(４) 罰則の見直し

① 重要文化財等の損壊や毀棄等に係る罰金刑の引き上げ等

文化財保護法及び地方教育行政の組織及び運営に関する法律
の一部を改正する法律の概要

平成31年４月１日

概 要

１．文化財保護法の一部改正

趣 旨

２．地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正

地方公共団体における文化財保護の事務は教育委員会の所管とされているが、条例
により地方公共団体の長が担当できるようにする

過疎化・少子高齢化などを背景に、文化財の滅失や散逸等の防止が緊急の課題で
あり、未指定を含めた文化財をまちづくりに活かしつつ、地域社会総がかりで、その継承に取
組んでいくことが必要。このため、地域における文化財の計画的な保存・活用の促進や、地方
文化財保護行政の推進力の強化を図る。

【計画の認定を受けることによる効果】
・国の登録文化財とすべき物件を提案できることとし、未指定文化財の確実な継承を推進

・現状変更の許可など文化庁長官の権限に属する事務の一部について、都道府県・市のみ
ならず認定町村でも行うことを可能とし、認定計画の円滑な実施を促進

【計画の認定を受けることによる効果】
・国指定等文化財の現状変更等にはその都度国の許可等が必要であるが、認定保存活用
計画に記載された行為は、許可を届出とするなど手続きを弾力化
・美術工芸品に係る相続税の納税猶予（計画の認定を受け美術館等に寄託・公開した場
合の特例）

施行期日

【第183条の2第1項】

【第183条の5、第184条の2】

【第192条の2、第192条の3】

【第53条の2第1項等】

【第53条の4等（税制優遇は税法で措置）】

【第31条第2項等】

【第190条第2項】

【第191条第1項】

【地教行法第23条第1項】

【第183条の3第1項、同条第3項、第183条の9】

【第195条第1項等】


